
　
11
月
16
日
（
土
）、東
邦
大
学
看
護
学
部
（
東

京
都
大
田
区
）
に
て
、
第
3
回
日
本
在
宅
看
護

学
会
学
術
集
会
が
尾
﨑
章
子
大
会
長
（
同
大
学

同
学
部
教
授
）
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

　
大
会
長
講
演
で
は
ま
ず
、
座
長
を
務
め
た
川

村
佐
和
子
氏
（
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学
大

学
院
教
授
）
よ
り
、
学
会
の
会
員
数
が
増
え

３
６
０
名
を
超
え
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
尾
﨑
氏
が
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！
　

在
宅
看
護
の
エ
ビ
デ
ン
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

「
睡
眠
」
の
研
究
に
つ
い
て
講
演
を
行
な
っ
た
。

日
本
の
一
般
成
人
の
5
人
に
1
人
が
不
眠
を
自

覚
し
て
い
る
点
、
在
宅
介
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
も
、
最
も
つ
ら
い
こ
と
は
「
夜
眠
れ
な
い

こ
と
」
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
点
を
踏
ま
え
、

エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
「
睡
眠
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
作
成
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
紹
介
し
た
。

そ
し
て
、
研
究
職
と
専
門
職
と
住
民
が
一
体
と

な
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成
し
、
手
を

取
り
合
っ
て
地
域
の
問
題
を
解
決
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
続
く
教
育
講
演
で
は
、
髙
木
廣
文
氏
（
同
大

学
看
護
学
部
長
）
が
「
在
宅
看
護
学
に
お
け
る

知
の
創
出

―
質
的
研
究
と
科
学
を
め
ぐ
る

誤
解
を
解
く
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
登
壇
し
た
。

非
科
学
的
だ
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い「
言
語
」

を
対
象
と
し
た
質
的
研
究
を
中
心
に
、
そ
の
妥

当
性
を
解
説
し
た
。

意
思
決
定
時
の
訪
問
看
護
の
役
割
と
は

　
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
テ
ィ
・
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
保

田
淳
子
氏（
日
本
ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
）が
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
学
ん
だ
経
験
を
も
と
に
「
ノ
ー

リ
フ
ト
ケ
ア
」の
概
念
を
紹

介
。
専
門
職
自
身
の
腰
痛

を
予
防
し
つ
つ
、「
寝
か
せ

き
り
」
と
「
拘
縮
」
を
防
止

す
る
在
宅
ケ
ア
を
、看
護
師

の
側
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ「
在
宅

療
養
者
・
家
族
の
“will

”

を
支
え
る

―
意
思
決
定

支
援
技
術
を
可
視
化
す
る
」

で
、
最
初
の
演
者
の
阿
部

智
子
氏（
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
け
せ
ら
）は
、こ
れ

ま
で
に
自
身
が
行
な
っ
て

き
た
意
思
決
定
支
援
の
事

例
を
紹
介
。「
医
療
者
の
視
点
」だ
け
で
は
な
く

「
生
活
者
の
視
点
」を
も
ち
、在
宅
療
養
者
の
思

い
や
気
持
ち
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
伝
え
て
い

く
こ
と
が
、
訪
問
看
護
師
の
最
大
の
役
割
の
ひ

と
つ
で
あ
る
と
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
生
ま
れ
つ
き
の
小
脳
変
性
症
に
よ

り
在
宅
療
養
を
し
て
い
る
水
本
恵
子
氏
（
自
立

生
活
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
フ
ツ
ー
ル
千
葉
）
に
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
関
わ
っ
た
佐
野
け
さ
美
氏

（
ス
ギ
メ
デ
ィ
カ
ル
）中
学
校
教
育
用
に
作
成
さ

れ
、当
事
者
と
し
て
水
本
氏
も
登
場
す
る
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
Ｄ
Ｖ
Ｄ「
在
宅
生
活
を
支
え
るw

ill

っ

て
何
だ
ろ
う
？
」
が
上
映
さ
れ
た
。
上
映
後
に

は
「
訪
問
看
護
師
は
、
家
の
中
だ
け
で
生
活
す

る
在
宅
療
養
者
に
、
生
活
の
彩
り
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
だ
」
と
い
う
水
本
氏
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
、
も
伝
え
ら
れ
た
。

　
最
後
に
岩
本
ゆ
り
氏（
楽

患
ナ
ー
ス
）
は
、医
療
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
関

わ
っ
た
１
０
０
０
件
以
上

の
患
者
相
談
を
も
と
に
、事

例
を
交
え
て
患
者
の
意
思

決
定
の
際
に
看
護
師
が
陥

り
や
す
い
落
と
し
穴
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

訪
問
看
護
が
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
構
築
の
鍵
に

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ「
格
差

社
会
に
お
け
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
と
在

宅
看
護
」（
写
真
）で
は
初
め
に
登
壇
し
た
岸
恵

美
子
氏
（
帝
京
大
学
大
学
院
医
療
技
術
学
研
究

科
）
が
、
全
国
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

４
０
３
８
か
所
に
対
し
て
行
な
っ
た
セ
ル
フ
ネ

グ
レ
ク
ト
の
実
態
調
査
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

岸
氏
は
、
早
期
発
見
の
た
め
に
も
本
人
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
逃
さ
ず
キ
ャ
ッ
チ
し
、
看
護
職
が
連
携
し

て
情
報
共
有
す
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
1
人
ひ

と
り
に
対
し
て
そ
の
人
ら
し
い
生
き
方
へ
の
支

援
が
可
能
に
な
る
と
述
べ
た
。

　
続
く
山
下
眞
実
子
氏
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
コ
ス
モ
ス
）
は
、
日
本
で
最
も
生
活
困

窮
者
が
多
い
地
域
で
あ
る
山
谷
地
区
（
東
京
都

台
東
区
）
で
、
自
身
が
２
０
０
０
年
に
起
ち
上

げ
た
コ
ス
モ
ス
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
。

路
上
生
活
者
向
け
の
宿
泊
施
設
「
お
は
な
」
や

支
援
ア
パ
ー
ト
「
そ
ら
」
を
設
立
し
、
そ
こ
で

行
な
っ
た
看
取
り
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
、
独

居
・
生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
人
々
に
対
す
る
在

宅
看
護
の
方
向
性
を
示
し
た
。

　
最
後
に
鈴
木
る
り
子
氏
（
岩
手
看
護
短
期
大

学
）
が
、
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
最
も
人
的

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
ひ
と
つ
岩
手
県
大

槌
町
の
現
状
に
つ
い
て
、
専
門
職
の
町
外
流
出

等
に
よ
り
在
宅
系
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
拡
大
が
起

こ
っ
て
い
る
と
報
告
。
普
段
か
ら
「
減
災
」
と

「
防
災
」の
2
つ
の
視
点
を
も
っ
て
災
害
対
策
を

と
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

⦿

　
こ
の
ほ
か
、
今
回
の
学
術
集
会
で
は
新
た
な

試
み
と
し
て
、
ベ
ス
ト
オ
ー
ラ
ル
賞
、
ベ
ス
ト

ポ
ス
タ
ー
賞
、
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
賞
が
設

け
ら
れ
、
高
橋
操
氏
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
み
け
）
ら
が
受
賞
し
た
。
次
回
、
第
4
回
学

術
集
会
は
、
阿
部
智
子
氏
と
高
砂
裕
子
氏
（
南

区
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
管
理
者
）

の
2
人
を
大
会
長
に
、
本
年
11
月
15
日
（
土
）

に
同
会
場
に
て
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

155    訪問看護と介護　vol.19  No.2  2014

在
宅
看
護
の
エ
ビ
デ
ン
ス
確
立
を
め
ざ
し
て

第
3
回
日
本
在
宅
看
護
学
会
学
術
集
会
開
催
！
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